
中海・宍道湖漁場環境基礎調査

　　　定期観測基礎調査

安木茂・山根恭道・向井哲也・松本洋典・中村幹雄・柏田祥策,い

前年に引き続き環境定期調査を実施したので報告する。

調　査　方　法

１．調査地点

　調査地点は図１に示すとおり中海４点、宍道湖３点、大橋川、米子湾、境水道の計10点で実施し、水深

毎の水質測定と動物プランクトン、底生生物の採集を行った。

斐伊川

１ 中海・宍道湖調査地点

２．調査項目及び方法

　Ｉ　水質調査

　　　調査項目は水温、ｐｈ、塩分濃度、ＤＯの４つについてＷＴＷ社のMicroprocessorを用いて調査し

　　た。

*1）島根大学農学部
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ｎ　生物調査

　（１）底生生物

　　　採泥器：スミス・マッキンタイヤ型採泥器（１／２０�）

　　　　　　　エックマンバージ型採泥器（１／４０�）

　　　採　集：１地点につき（１／１０�）

（２）動物プランクトン

　　ネット：北原式定量ネット（xxl3、捌口面積0.05�、濾過部測長0.8m）

　　採　集：垂直曳き、１～３回、曳き捌速度0.5m/sec標準

　　定　量:24時間沈殿量、出現種類、組成比率、個体数

調　査　結　果

Ｉ　水質調査

　１．気象状況

　　　今年は夏季に雨が少なく、宍道湖、中海の塩分濃度は高い値を示した。

２．調査結果

　　水質調査の結果を、表１及び巻末付表にまとめて示した。

　１）宍道湖における調査結果

　年間を通じた平均的な水温はほとんどの地点で、16～17℃台で昨年の平均的な水温と比較すると２

℃高めとなっていた。

　また塩分濃度も非常に高く、湖心肺の平均的な塩分濃度が10.1で昨年の5.3を大きく上回った。溶

存酸素は夏季に低くなっていたが、無酸素状態に陥ることは少なかった。

　２）中海における調査結果

　年間を通じた平均的な水温はほとんどの地点で、17～18℃台で昨年の平均的な水温と比較すると２

℃程度高めとなっていた。

　塩分濃度も宍道湖と同様に高く、夏季の小雨の影響が大きく作用していたものと思われる。

　また溶存酸素は、ほとんどの地点で６月から12月まで底層が貧酸素状態になっていた。中海の場合、

流れのある大橋川何日や境水道に通じる、中浦水門付近を除けば、年間を通して水深4m前後の層で塩

分躍層が形成されていた。また塩分躍層の下層には貧酸素水塊が停滞していた。

－191－



表１ 宍道潮･大橋川･中海の水質概要

調査地点 調査水深
水温℃ ｐｈ 塩分‰ DOmg/1 ＤＯ％

平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大

St.1
表層 17.6 3.1 32.6 8』 7.7 8.5 6.2 0.5 9.7 10､0 7.3 12.7 104 87 125

底暦 16.5 29.9 3.4 7.9 6.9 8,3 8.2 0,9 15.9 6,8 ０ 12.7 60 ０ 112

S1，2
表層 17,5 3.0 30.4 8.2 7,7 8.6 16.7 2.8 30.1 9.6 6.2 12,8 10{〕 84 119

底層 16.7 3.2 29,8 7.9 7,5 8.4 16.8 2.8 30.7 9,1 ０ 12.9 39 ０ 98

St，3
表層 16.7 2.8 30,1 7.4 6,3 8.5 6.5 {〕．８ 10』 9.6 6.2 12.8 93 85 ＩＨ

底層 16.8 2.8 30.7 7､5 6,7 8.6 8,9 {〕．８ 25.5 9.1 ０ 12.9 86 56 109

St,4
表層 17.0 2.6 31.8 7.7 7.2 8.0 10,2 1.3 25.4 8,0 3.3 13.5 36 48 123

底層 17.5 2.6 31.3 7.8 7.4 8.2 15.6 1.3 26.5 7.2 2.9 13.2 69 35 122

SI.5
表層 17.7 3,8 31.5 8,2 7.9 8.6 18.0 6.2 25.2 9.5 6.4 13.4 104 81 140

底層 17.8 4,9 28.9 7.9 7.6 8.3 23.7 16.6 29.6 3.6 0.1 9.7 66 １ 25

St.6
表層 17.6 3.2 30.9 8,5 ８．１ 8.8 19.4 12.9 24.4 10.0 6.4 12.9 111 81 158

底層 17.7 5.5 28.2 7.9 ７．７ 8.3 31.0 28.4 35.6 2.2 0.0 ８．３ 18 ０ 78

St.7
表層 19.4 3,5 3(〕.8 8.5 8.2 8.7 19.3 12.8 24.2 9.5 5.6 13.2 107 71 147

底層 19.4 8,8 27.7 7.9 7.9 8.0 30.5 28.2 33.3 1.8 0.(〕 5.6 18 ０ 52

St.8
表層 18.5 2,4 30､8 8.7 8.5 ８．９18.5 9.6 25.2 11.0 7,5 14.1 120 85 171

底層 17.5 11,2 22.4 7.6 7.3 ７．８30.3 25.4 31.4 0.2 ０ 1.3 ３ ０ 14

St.9
表層 17.3 2,4 30.6 8.7 8.4 8.9 18.2 10.8 25.2 Ｈ．１ 7.4 14.0 127 81 178

底層 17,1 5.5 29.2 ８．１ 7.3 8.7 24.4 20.1 29.2 4.3 ０ 9.2 31 ０ 82

St,10
表層 17.9 3.9 31.0 8.5 8.2 8.6 22.1 15.1 27.0 9.3 4.8 13.9 99 60 141

底層 18.1 10.1 28.6 8.2 8.1 8.4 32.8 30』 34,5 7.2 5.(〕 9.7 86 58 101

生物調査

　１．底生動物

　宍道湖、大橋川、中海の出現種を表２～５に示した。

　宍道湖では例年通り、ヤマトスピオが冬期に大発生していた。またSt.3とSt.21でゴカイの生息密度が

高くなっていたが、これは底質の粒度が関与しているものと考えられる。

　また湖岸に近いSt.1、St.3、St､13、St.21ではヤマトシジミの個体数密度が年間を通して高かった。

　SI.4（大橋川）では軟体類が非常に多く、そのほとんどがホトトギスガイで占められていた。他の地点

では軟体類の個体数は少なく、チヨノハナガイやニッコウガイ科の二枚貝が生息していた程度であった。

　多毛類ではSt.4～9までは、ゴカイ、ミナミシロガネゴカイ、ホソミサシバゴカイ等が優占していた。

　またSt.11では多毛類、甲穀類（ヨコエビ類）ともに種数、個体数が多く非常に多様性に富んでいた。
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表２　宍道湖の底生動物出現個体数（0.1�当り）

地点 種類＼　月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 Ｈ 12 １ ２ ３

s t. 1

Prlonosplo Japonlcus(ヤマトスピオ) 20 ５ ２ ２ 66 ２ ３ 1770 784 842

yQ/Qf?laZzzssp･ 59 38 68 74 ８ ５ 14 12 ３

旭回向j、ﾉ如凹泌祠ゴカイ） 13 ８ ８ ４ ８

1一面x sp. (イトミミズの一種) H5 125 28 ４ 72 40 ２ ４

TaniPodinae(モンユスリカ科〉 45 156 12 16 10 ６ １ 10 11 15

ar哉･必z湘印池7a（ヤマトシジミ） 150 109 194 180 67 ７ ８

st,2

Prlonosplo Japomc榔(ヤマトスピオ) ８ 14 20 ３ 14 ４ 624 1086 556

y�g71alssp. １２ ４ ２

Neanlhes japonica（ゴカイ） ６ ６ ４

1必!恥sp，（イトミミズの一種） ２ ４

C紐。｡�,7αe(ユスリカ亜科) ２ １

7知加Q必7g(モンユスリカ科) 68 76 22 10 12 Ｈ

治男ﾌe沿cαsp･ １

Flsicingt41asp･

C田面a/α湘paがcα(ヤマトシジミ) ３

st.3

/)ri四阿加．絢ﾌ凹地ｗ(ヤマトスピオ) ４ ２ ４ 10 271 520 1202 142

M)1θ扉szs sp. 10 20 ９ 12 37 16 ６

旋回治aj¥7回必α(ゴカイ〉 48 13 34 26 48 28 76 54 164 39

£/eas /aﾀlgα(ホソミサシバゴカイ) １

哨匈奴 sp.(イトミミズの一種) 10 27 ４

C一泊1心z sp･ ２ 19 15

/1刑pe愚α7 sp･ ６

Muscls senhoMia tlホトトギスガイ) 15 68

C･,･ゐ泗心角即ﾀﾌja(ヤマトシジミ) 68 488 IHO 500 623 697 672 883 1566 1583 2553

/lg細細εαspヽ li

7屈φQ必1αe ６

ウミナナフシ ２ 1ol 22 10 ２ ８ 8i
※－は欠漏
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表３　宍道湖の底生動物出現個体数（0.1�当り）

地点 種類＼　月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

sl.13

Prlonosplo Japomcus(ヤマトスピオ) - １ ８ ２ 182 320 1804 746

yolo脚αjZzg sp･ - ４ ６ 1(〕 ２ １ ３ ２

旭α舶り６μρ凹凶(ゴカイ) - 37 Ｉ 26 14 13

aeas /四部(ホソミサシバゴカイ) - ３

Pseudopolydra kempi - ２

jgj琲1ﾀ?ea sp･ - １

lz吹恥sp.(イトミミズの一種) - ４

ウミナナフシ 一 ４ 62 17 14

Tanipodinae(モンユスリカ科〕 - 12 １ 24 １

Qαz/lz4ra sp･ - １ 10 16

Corbicula japonica kヤマトシジミ) - 210 1208 576 323 658 1068 837 470 188 563

s l. 21

朽初回印jQ/叩()咄,Zg(ヤマトスピオ) - ９ 18 221 286 664 908 476

M㈲脚α∫/1£y sp･ 一 10 ４ ４ 55 50 ４ ６

/Va7�･eyﾒα1ﾌa㎡(7α(ゴカイ) - 13 ８ 39 13 54 42 71

agag /凹卯(ホソミサシバゴカイ) - Ｉ

Pseudopolydra kempi - 16

az㎝e sp. - １

1喇恥sp.（イトミミズの一種） - ２ 56 27 ７

ウミナナフシ - 42 11 18 31 ３

7αﾀ卵Q必7ae(モンユスリカ科) - ２ ４ １ ’6j ’ ２

(で芦Z加M sp， - ５ 28 ４

治男7e/jsaz sp･ - ２

恚幼yl函εαsp･ - １

Ca池だ･必り御回fcx7（ヤマトシジミ） - 857 914 650 643 663 788 870 679 78 147

※　－は欠測
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表４　大橋川の底生動物出現個体数（0.1�当り）

地点 種類＼　月 ４ －ａ ６ ７ ８ ９ 10 Ｈ 12 １ ２ ３

st.4

多毛類(Po】yehaeta) 34 136 30 122 121 51 113 15 96 77 87

軟体類（Bivalvia）
1081 3365 1513 1362 1547 1404 1532 H87 2075 2053 2217

甲殻類（Crustacea） 86 20 26 36 28 26 17 165 12 347 333 402

その他

表５　中海の底生動物出現個体数（0,1�当り）

地点 種類＼　月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 Ｈ 12 １ ２ ３

st.5

多毛類(Polychaeta) 155 171 112 61 50 11 44 75 462 365 300

軟体類（Bivalvia） Ｈ 29 ４ ２ 84 ４

甲殻類（Crustacea） ２ １ ６ 55 86 34

その他

st.6

多毛類(Polychaeta) 122 256 254 244 82 29 １ H4 134 494 548 203

軟体類（Bivalvia）‘ ８ ５ ５ ５ ２

甲殻類（Crustaeea） １ 33 178 24

その他

st.7

多毛類(Po】ychaeta) 101 145 183 228 46 18 17 H6 - 292 61

軟体類（Bivalvia） ３ 10 ８ １ ２ コ　２

甲殻類（Crustacea） ４ ７ ５ 17 - 280 57

その他
ｌ

ｉ
-

st.8

多毛類(Polychaeta) ５ ２ ２ ８

軟体類（Bivalvia） １ １ １

甲殻類（Crustacea）
ｉ
ｉ　　ｌ ２ １

その他

st.9

多毛類(Polychaeta) 49 20 88 57 178 １ 16 ３ 25 212 166

軟体類（Bivalvia） ｌ　ｌ １
ｌ

ｌ
１

甲殻類（Crustacea）

ｌ

ｔ

５ ４

その他 ｊ

SI,10

多毛類(POlychaeta) t78 319 1861326 48 162 60 165 144 131 144 291

軟体類（Bivalvia）
｜

１
３ 14 46 ６ １　１122 26 Ｈ

甲殻類（Crustacea） 216 163 ３ レ 1　141　12j　41
HO 292

その他

※　－は欠測

- 195－



２．動物プランクトン

　本年度は島根大学の島根大学農学部と共同研究として、中海と宍道湖における動物プランクトンの分類

をおこない以下の表５に示した。

　調査の方法は湖底からの垂直曳きをおこない、５％中性ホルマリンで固定した。プランクトンの計数は

沈殿したプランクトンを1001に定量し、均一に撹挫した後1嵯を計数板にとり種類と個体数を見た。

　宍道湖での優占種は橋脚類のSinocallanus　tenellusであり、その他では輪虫類のＺ?ａｄ如7s n虚ｓと

Keratella　valagaが出現した。しかし、今年度は７月以降雨量が少なく連日の晴天となったため、高水温

高塩分となった事により、その数量は前年度に比較し少なく特に夏場の釦7･c�如7s z・e//zgは前年の

1/10程度であった。また、前年度は宍道湖でほとんど出現しなかった橋脚類で∂涌・α必1･励eとAcarlia

hudsonicaの出現頻度は低いものの年間を通して確認された。

　中海の優占種はθ晶｡､7α必ylgeがであり、その他jcα､7一万z､ぬ・必aが例年と同様に多く出現した。

　今年度の大きな特徴としては、高水温高塩分の影響により中海の優占種であるθ晶－α必､心ａが、ど

の地点でも頻繁に出現した。また、毎年中海で春に大量発生し問題になる一般的に赤潮として知られてい

る、Noctiluca miriarisの大量発生は見られなかったが、宍道湖・中海ともに渦鞭毛藻の大量発生が見られ

湖水の水色は長期間にわたり茶褐色となった。

Ｓｔ．１

採集月

個体数/12

輪虫類　　Brachionus angularia

　　　　　　Brachionus urceolaris

　　　　　　Brachionus rubens

　　　　　　Z17･α∂?jθﾀﾌz4j cα/匯1/7併‘la

　　　　　　Keratella v�aga

　　　　　　Keralella crueψ)rmis

枝角類　　Ev�ne lergeslina

　　　　　Penma schmackeri

　　　　　Pen山a polyphemoides

橋脚類　　∂晶Qs画仙a

　　　　　　Pseudiaplomas inopinus

　　　　　　Sinocallanuslenellus

　　　　　　jcαΓ治7&7必∂雨a7

　　　　　　Co阿poda nauplius

表６　動物プランクトン調査結果

4　　5　　6　　7　　8　　9　　10　11　　12　　1　　2　　3

44　57　　5　　16　　6　25　18　　7　　15　　6　12　18

20

１
１

２

５

１

21　　45　　4　　7　　1

２

12

　1

２
　
１

４

８

２

８

５

Ｈ　　１　　２　　５　　８　　６　　２
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Ｓ ｔ．２

採集月

個体数／Ｑ

輪虫類　　jradl沁j7zg zJrce�αΓむ

　　　　　　Brachionus angularia

　　　　　　Brachionus rubeM

　　　　　　Brachionus c�yc曲)n4s

　　　　　　瓦eMほ/た7wz/£7ga

　　　　　　Keratella crue面rmis

枝角類　　£yαφ7e励･g,91面7

　　　　　　Penina schmackeri

　　　　　　Peniliapolyphemoides

橋脚類　　Oithona davisae

　　　　　　Pseudiaptomas inopins

　　　　　　Sinoc�lanuslenell絹

　　　　　　ﾒtcarliahadsonica

　　　　　　Copepoda nauplis

Ｓ ｔ．３

採集月

個体数／Ｑ

輪虫類　　扮α一如7附ａｗ必7咄

　　　　　　Brachionus ang141aria

　　　　　　Brachionus rubens

　　　　　　＆･αCゐjほ?回Cα/芦沢Qr回

　　　　　　Keralella v�aga

　　　　　　Keralella crue面rmis

枝角類　　£yα涵e zerges崩α

　　　　　Penilia schmackeri

　　　　　/)enilia polyphemoides

橋脚類　　ひ晶as必沁αe

　　　　　　　Pseudiaplomas inopinus

　　　　　　　Sinoc�lanus lenellus

　　　　　　　λcartiahadsonica

　　　　　　　Copepoda nauplius

４

９

Ｉ

８

５ ６ ７ ８ ９ ０－
Ｈ　　１２　　１　　２　　３

22　20　20　60　24　　7　　6　　5　12　　8　35

６１

６

１

10　12　3

９ ８
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ｅ
ｇ
Ｍ
Ｏ

】

１２　　２　　５　　３　　１

　　　　　　　　　　　　１

　１　　１　　１　　２　　１

７
　
４

４ １

Ｉ

Ｉ

６

Ｉ

22

12

4　　5　　6　　7　　8　　9　　10　11　　12　　1　　2　　3

14　25　15　122　25　33　18　H　　6　H　　8　35

１

２ ２
　
Ｉ
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３

Ｈ　　１３　　９　　７　　９　　２　　５　　３　　４

　　　　　　１

13　1〔〕　7　74　　7　　1　　　　　1　　2

　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　13　　5　27　　5　　18　　H　　1　　2

-
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Ｓ ｔ．４

採集月

個体数／Ｑ

輪虫類　　BrQchion脚urceolぽis

　　　　　　Brachionus angt41aria

　　　　　　Brachionus rube昭

　　　　　　＆･αdl必丿以∫a7加4βθΓ叙ぶ

　　　　　　Keratella valaga

　　　　　　瓦gΓα/e/だz a7je面r脚1ぷ

枝角類　　£v�g鴫g6zjs

　　　　　Peniliaschmackeri

　　　　　Pen山a polyphemoides

橋脚類　　a/加回心咄ａ

　　　　　　　Pseudiaplomasinopinus

　　　　　　　Sinocallanustenellus

　　　　　　　jcαΓ1沁みα冶o㎡cα

　　　　　　　Copepodanauplius

Ｓ ｔ．５

採集月

個体数／１

輪虫類　　Brachiom4s ang141aria

　　　　　　Z?Γαcﾒ?/りﾀﾌzgrzφa7ぶ

　　　　　　Brachionus calycぴlorus

　　　　　　Brachionus plicalilis

　　　　　　Keralella valaga

　　　　　　Keralella cn4eぴbrmis

枝角類　Podon polyphemoides

　　　　　£ya必?e Ze尽む治7α

　　　　　Penilia schmackeri

かい脚類　θ涌ag治政ａ

　　　　　PseudiaPloma5 inopinus

　　　　　Sinocahnus lenehs

　　　　　ytcarlia hadsonica

　　　　　Copepoda nauplius

4　　5　　6　　7　　8　　9　　10　H　　12　　1　　2　　3

27　52　17　23　H7　20　13　19　25　31　　6　38
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25　64　　3　18　153　44　　6　　5　　8　79　99　114

１

１
１

１

ｌ

１

11

２

７

８

e
'
‐
　
c
y
3
　
L
Q

１

49　　2　　15　109　　19

　　　　　　　　　　1　　1

　　　　1　　】

13

- t98－

５
　
８

　
　
　
１

　2

21

３ ３
ａ
　
ｌ

１

２ ２

１

ｌ

１

38

４３

６

１

８９
｀

９

32

29

38

　り

55

19



Ｓ ｔ．６

採集月

個体数／Ｑ

輪虫類　　Brachionus angularia
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